危険物資格試験　危険物の規制に関する政令　その２
「製造所」・・・危険物を製造する施設

「貯蔵所」・・・貯蔵するところ。大きく７つに分けられる
「取扱い所」・・危険物を取り扱うところ
１　貯蔵所の区分　貯蔵所とは指定数量の危険物を貯蔵したり取り扱う所です。貯蔵所は７つに分けることが出来ます。

	貯蔵所の種類
	備考

	①屋内貯蔵所
	[image: image1.bmp]

	②屋外貯蔵所
	ガソリン・アセトンは
貯蔵できない

	③屋内タンク貯蔵所
	

	④屋外タンク貯蔵所
	

	⑤移動タンク貯蔵所
	いわゆるタンクローリー

	⑥地下タンク貯蔵所
	

	⑦簡易タンク貯蔵所
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[image: image4.wmf][image: image5.wmf]おもな危険物施設の基準
屋内貯蔵所
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[image: image7.wmf]・床面積は　１０００　ｍ２以下
[image: image8.wmf][image: image9.wmf]・積み重ね高さは　　３　ｍ以下
・構造は製造所とほぼ同じ


屋外貯蔵所
屋外貯蔵所において取り扱える危険物

　・第１石油類（ガソリン・アセトン　は除く）　・アルコール類　・第２石油類　

・第３石油類　　・第４石油類　・動植物油類
（特殊引火物以外だと覚えておこう）問題３
屋外タンク貯蔵所

防油堤…そこにある最大タンク容量の　１１０　％以上

高さは０．５メートル以上。

たまった油や水を排出するために

　　水抜き口　を取り付け、普段は弁を閉じておくこと。
※タンク同士の距離は０．５ｍ以上。

タンクの大きさは指定数量の４０倍以下。

（複数タンクの場合は総計）







問題４・５
移動タンク貯蔵所（タンクローリーのこと）
1 車両を常置場所する場所
（あ）屋外：防火上安全な場所

（い）屋内：不燃材料でつくった建築物の　1階　
2 容量は３００００㍑以下。　４０００　㍑ごとに仕切をつける。

3 ガソリン・ベンゼンなど静電気が発生しそうな場合、アースをつける。

4 消火設備は　第5　消化器を　２　個以上付ける。

5 標識：見えやすい所に「危」の標識を掲げる。

「類」「品名」「最大数量」を表示する。

6 「完成検査認証」「定期点検記録」を車においておく。
7 助手か運転手どちらかが危険物に該当する免許証を携帯していないといけない
危険物対策テキスト無料ダウンロード　http://www.eonet.ne.jp/~start/
タンクローリーで危険物を移送する時の基準

1 危険物取扱者が乗車し、免状を携帯すること。

2 引火点が　４０　℃未満の危険物を注入する際はエンジンを停止して行うこと。

3 長距離移動の場合は　　２人以上の運転要員が必要。

4 アルコール類を運ぶ時は　甲　種・　乙4　種の資格を持っていないとダメ
問題６・７
長距離には
２人以上必要




２　取り扱い所　　危険物を製造する以外の目的で1日に指定数量以上の危険物を取り扱う場所を言います。形態によって4種類に分けられます。
	取扱所の種類
	備考

	《2》 販売取扱所

1 第１種販売所取扱所
2 第２販売所取扱所
	店で容器入りのままで売る所

　①指定数量の１５　倍以下の危険物を取り扱う所

　②指定数量の　１５～４０　倍の危険物を取り扱う所

	《２》給油取扱所（よく出る）

（後で詳しく説明します）
	固定した給油設備によって自動車に給油する。（ガソリンスタンド）

	《３》移送取扱所
	パイプライン

	《４》一般取扱所
	塗装工場・詰め替え工場など


給油取扱所の基準
1 自動車等に給油する時は固定給油設備を使用。直接給油する。

2 給油の時は　エンジン　を停止させる。

3 油分離装置に溜まった油は、あふれないようにくみ上げること。

4 自動車の一部・または全部が給油空地から　はみだしては　いけない。

5 給油の業務が行われていない時には係員以外の物を出入りさせない。

6 自動車の洗浄を行う際には、引火点を有する液体の洗剤を使用しない。

問題１・２


製造所の位置・構造および設備の基準








保有空地について
保有空地とは、消火活動及び延焼防止のため、確保しなければならない空き地のことです。

	指定数量１０倍以下の危険物を扱う場合
	３ｍ以上

	指定数量１０倍以上の危険物を扱う場合
	５ｍ以上


保安距離と保有空地を必要とする製造書
・製造所　　　　　・屋内貯蔵所

・屋外貯蔵所　　　・一般取扱所

・屋外タンク貯蔵所

危険物　法令その２　問題集

問題１　次の貯蔵所についてガソリンを貯蔵できないのはどれ？

①移動タンク貯蔵所　　③屋外貯蔵所

②屋外タンク貯蔵所　　④地下タンク貯蔵所

問題２　灯油を貯蔵する屋内貯蔵所の位置、構造及び設備の技術上の基準で誤りは次のうちどれか？

1． 貯蔵倉庫の床面積は２０００ｍ２以下とすること。

2． 指定数量の１０倍以上の危険物を貯蔵し、取り扱う貯蔵倉庫には原則として避雷設備を設けること

3． 貯蔵倉庫には危険物を貯蔵し、取り扱う為に必要な採光、証明及び換気の設備を設けること。

4． 貯蔵倉庫の床は危険物が浸透しない構造にするとともに、かつ、貯留設備を設けること。

5． 貯蔵倉庫には内部に滞留した可燃性蒸気を屋外の高所に排出するための装置を設けること。

問題３　次のうち屋外貯蔵所で取り扱えないものはどれ？

１．灯油　　２．クレオソート油　　３．重油　　４．ギヤー油　　５．２硫化炭素

問題４　屋外タンク貯蔵所は当該タンクの周囲に防油堤を設けなければいけないが、そのことで間違っている物はどれ？

①２つ以上のタンクの周囲に設ける防油堤の容量は当該タンクのうち、その容量が最大のタンクの容量の１１０％とすること。

②内部に滞水することがないように開閉弁のない水抜き口をつくること。

③防油堤の高さは０．５ｍ以上であること。

④原則として防油堤を貫通する配管を設けないこと

⑤防油堤は鉄筋コンクリートまたは土でつくること

問題５　次の４基の屋外貯蔵タンクを同一の防油堤内に設置する場合、防油堤の最小限の容量として正しいものは次のうちどれか？
１号タンク…重油　　　５００キロ㍑
２号タンク…重油　　　３００キロ㍑

３号タンク…ガソリン　１００キロ㍑

４号タンク…灯油　　　２００キロ㍑

問題６　移動タンク貯蔵所によるガソリンの移送及び取り扱いでＡ～Ｅのうち正しいものはいくつあるか？

Ａ　完成検査認証は事務所で保管している。

Ｂ　移送のため乗車している者は丙種危険物取扱者で免状を携帯している。

Ｃ　運転者は危険物取扱者ではないが、移送のため同乗している者が乙種危険物取扱者免状（４類）を携帯している。

Ｄ　移送のため乗車している危険物取扱者の免状は事務所で保管している。

Ｅ　移動貯蔵タンク内のガソリンを他のタンクに注入するときは移動タンク貯蔵所の原動機を停止する。

1 １つ　②２つ　③３つ　④４つ　⑤５つ

問題７　　移動タンク貯蔵所について、正しいものはどれ

①危険物を移送するために移動タンク貯蔵所に乗車している危険物取扱者の免状はタンク置き場の事務所に保管しておくこと

②移動タンク貯蔵所で危険物を移送する者は底弁、その他の弁、マンホール及び注入口のふた、消化器等の点検を１ヶ月に１回以上行うこと

③ガソリンの移送は危険物丙種資格者でも可能である。

④休憩などで移動タンクを停車させるときは消防署に連絡しないといけない。

5 移送する場合は１０日前までにその計画を所轄消防署に届け出ないといけない。
問題８　給油取扱書において自動車等に給油するとき危険物の取り扱い基準について誤りはどれか？

①固定給油設備を除いて直接給油しないといけない。

②自動車のエンジンはかけたままにし、非常時に発進できるようにしなければならない。

③自動車の一部が給油空地にはみ出たまま給油してはならない。

④懸垂式固定給油設備から４ｍ以内の部分に他の自動車を駐車させてはならない。

問題９　給油取扱い所における危険物の取り扱い技術上の基準に適合しないものは次のうちどれか？

1、 自動車等に給油するときは、自動車等の原動機を停止すること。

2、 自動車等に給油するときは、固定給油設備を使用して直接給油すること。

3、 貯留設備、または油分離装置に溜まった油はあふれないように随時くみあげる
4、 自動車等の一部が給油空地からはみ出たままで給油するときは防火上細心の注意を払うこと。

5、 自動車等の洗浄を行う場合は引火点の有する液体の洗剤を使用しないこと。

問題１０　製造所のうち住居・学校・病院等から一定の距離を保たなくていいものを選べ

1． 一般取扱い所　　２．製造所　　　３．屋外タンク貯蔵所　

４．屋内タンク貯蔵所　　５．屋外貯蔵所

問題１１　保有空地について誤っているものはどれか？

1． 貯蔵し、または取り扱う危険物の指定数量の倍数に応じて保有空地の幅が定められている。

2． 保有空地には物品等を置いてはならない。

3． 病院等から一定の距離（保安距離）を保たなければならない施設は保有空地を必要としない。

4． 製造所と一般取扱い所は保有空地の幅は一緒である。

5． 保有空地を必要としない施設もある。

②屋外貯蔵所と⑤移動タンク貯蔵所がよく問題に出されます。詳しい説明はこのあとやりましょう！





問題８・９





問題１








１製造所


２屋外貯蔵所


３屋外タンク貯蔵所


４屋内貯蔵所


５一般取扱所








覚え方


せい　な 　がい　たん ぱん


製造所　屋内　　屋外　タンク　一般


　





１・・・１００キロ㍑


２・・・５００キロ㍑


３・・・５５０キロ㍑


４・・・８００キロ㍑


５・・・１１００キロ㍑





・自動車用間口１０ｍ　奥行き６ｍ以上の空き地を保有





・周りよりも高く傾斜をつけて物がたまらないようにする





・排水溝と油分離装置をつける





地下タンク


　　専用タンク…量に制限無し


　　廃油タンク…１００００㍑以下





問題２





３ｍ以下





床面積　１０００㎡　以下





網入りガラス





ためます（こぼれた油をためる）





壁は燃えない素材で





防油提　　壁の高さ　０．５ｍ以上





一番大きいタンク量の１１０％を


カバーできる





水抜き口


油などを排出する。


いつもは閉まっている





０．５ｍ以上あけておく





容量は３００００㍑以下


４０００㍑ごとに仕切りを


設ける





第５種消火設備を２個以上





設置場所は屋外か建物の１階





危





危険物の類


品　名


最大数量


を掲げておく





電圧3.5万Ｖ


以下の電線





電圧3.5万Ｖ


以上の電線





３ｍ　５ｍ　　　１０ｍ　　２０ｍ　　　３０ｍ　　５０ｍ





住宅





高圧ガス





学校・病院


人が多く集まる場所





重要文化財








